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Abstract：In this research, we aimed to examine how to support learning based on the clinical dousa-hou for 
children with physical disabilities from the record in psychological rehabilitation camp of clinical dousa-hou. 
The target was a student with physical disabilities (trainee). The time series record at the time of performing the 
dousa task and interview for a student with physical disabilities (trainee)were analyzed. Trainee and trainer 
repeatedly engaged in dialogue with the formation of mutual negotiations. Trainee was conscious and utilized 
information such as confirmation of dousa tasks and own posture holding time. Trainer had a prospect of 
executing the task, such as proposing a learning method when doing a dousa task to the trainer, It was 
confirmed that trainer focused on learning subjectively. Colaborative learning of trainees and trainers based on 
clinical dousa-hou wil lead to "subjective, interactive and deep learning" in future physicaly handicapped 
education.
Keywords：Clinical Dousa-hou, “Subjective, Interactive and Deep Learning”, A Text Mining Analysis
肢体不自由のある生徒への臨床動作法を基盤とした学習支援
─　主体的・対話的・深い学びに向けて　─
Learning Support Based on Clinical Dousa-hou for Students with Physical Disabilities:
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学　習 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
姿勢保持 ①① ② ②
腰の落とし
停め ① ① ② ② ③ ③ ④ ④
右への体重
移動 ① ① ② ② ③ ③ ④ ④
学習の得点
と理由 ① ① ② ② ③ ③
別室インタ
ビューの話題
4 5
動
作
変
容
発
言
変
容
2 3
図８　動作変容とインタビューによる変容の経過
注）①－①はⅠ期，②－②はⅡ期，③－③はⅢ期，
　　④－④はⅣ期をそれぞれ表す。
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たことを実感できた。
　学習１２以降，腰の落とし停めのステップ１〜３におけ
る上体の前傾がなくなった。学習１４には得点が９９点に
なり，「落とし停めで停めることも日に日に確実に結果が
出せた」と述べている。このように動作改善の背景には，
トレーナーとトレイニーが１４回の動作の相互交渉を媒
介として，動作改善というひとつの目的に向かい，心も
からだも共有していく大切さに気づくことができたこと
が大きな要因であると考えられる。つまり，動作改善は
同時に心の活性化でもあり，今回の事例ではトレーナー
の学習に対する不安さ，トレイニーの学習に対する意欲
やトレーナーに対する批判や励ましなど様々な感情の相
互交渉が展開された。これらの相互交渉を通して，トレー
ナーとトレイニーの相互理解が深まり，「二人で最後まで
力を合わせて取り組めて本当に良かった」と共感するこ
とができた結果であると推測できる。
　本研究においては，トレイニーとトレーナーの動作課
題を通した相互交渉が成立し，さらに，セッション後の
半構造化インタビューからトレイニーの省察がさらに深
まったといえる。また，トレイニーとトレーナーが互い
に「自分自身の学習の成果を高めていきたい」「相手のこ
とを良く理解して，信頼関係を深めていきたい」といっ
た双方の目的に向けて紆余曲折しながらも力を合わせて
いく過程において，両者の心的変容が展開されていたと
考えられる。
　トレイニーは，動作課題の動画記録の確認や姿勢保持
時間の手がかり等を情報活用として捉えながら適切な動
作改善につなげていた。さらには，動作課題における相
互交渉が促進され，半構造化インタビューにおいて思っ
ていることを伝え合い，信頼関係が深まると，トレイニー
は学習の結果を予測して身体を円滑にコントロールでき
る手段をトレーナーに提案するなど見通す力が育まれて
いった。つまり，新学習指導要領が示す「主体的で対話
的な深い学び」の基礎が，臨床動作法のセッションにお
いて培われていったと予測される。
　同時に，トレイニーの大腿部の疲れがピークに達し，
思い通りに課題を遂行できない悩みや葛藤がありながら
も，トレーナーに依存することなく，動作課題遂行への
強い意思決定がなされていた。これらは，文部科学省
（２０１０）が提唱するキャリア教育における４領域（人間
関係形成能力，情報活用能力，将来設計能力，情報活用
能力）とも関与し，社会の中で自分の役割を果たしなが
ら，自分らしい生き方を実現していくキャリア発達の過
程でもあると考えられる。以上のことから，臨床動作法
に係るリハビリテイションキャンプそのものに心の活性
化を高めていく様々な要素があることが示唆されたとい
える。
　併せて，本研究からは，臨床動作法におけるトレーナー
とトレイニーの相互交渉が，「主体的で対話的な深い学
び」に向けた肢体不自由教育における基礎的能力に連関
していくことが推察される。
　今後の課題としては，学校・家庭・地域といったフィー
ルドからも継続的に，肢体不自由のある子どもたちの理
解をより深めていく必要がある。特に，重度・重複障が
いのある子どもたちが多く在籍する肢体不自由特別支援
学校においては，学校教員だけでは担えない，医療，福
祉，行政スタッフとの連携やボランティアスタッフの組
織化が不可欠といえる（高橋，２０１６）。
　その際には，子どもの学習支援に係る効果測定につい
て，チーム学校として，教員や理学療法士，作業療法士，言
語聴覚士，社会福祉士，公認心理師などの国家資格のあ
る専門職も交え，エビデンスに基づく評価ができること
が望ましいだろう。
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